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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、足元の企業業績や設備投資は底堅く推移し雇用・所得環境も

改善傾向にあるものの、円高の進行や英国のＥＵ離脱問題による金融市場の混乱等、海外経済の影響を中心に先行

き不透明な状況が続いております。

　当社グループが属する情報サービス業界は、ＩＴ技術のイノベーションによる「IoT（Internet of Things）」、

「FinTech」等が新たな社会基盤として活用され始め、従来以上にＩＴ技術に対する期待・需要が高まるとともに、

企業向けシステム開発についても「所有から利用へ」の顧客ニーズの変化のなか「クラウド」に代表されるサービ

ス型ビジネスへの転換が進んでおり、業界全体は緩やかな成長基調で推移しました。一方、このような状況のもと

優秀な技術者の不足及び高コスト化等、重要な事業リソースに係る課題も顕在化しており、最新テクノロジーやＩ

Ｔイノベーションに対応できる優秀な技術者の育成及び確保が急務となっております。

　このような経営環境のもと当社グループは、主に生活者向けに利便性、快適性及び心の豊かさを提供する企業に

対して、システム開発及びデータセンターを活用した情報処理サービス、「ＨＵＬＦＴ（ハルフト）」を中心とし

たパッケージ製品の販売及びサポートサービス等を提供してまいりました。また、パッケージ製品の更なるグロー

バル展開、最新テクノロジー（「IoT」「FinTech」等）の研究開発及び活用、先端的なクラウドソリューションや

クラウドプラットフォームサービスの活用・連携、全社的な技術戦略を推進する人材の育成等に積極的に取組み、

事業基盤の拡大を図っております。これらに加え、当社における対処すべき課題として、前連結会計年度までに発

生した大型システム開発案件の開発遅延等から、当社において、本件開発業務に関する技術的難易度が高まったこ

とへの認識及びこれに対応できるレベルの技術力が不足していたこと、多様な仕様変更等へも対応できるプロジェ

クトマネジメント力を有していなかったこと、並びに、社内及びお客様に対してコミュニケーションが十分に行わ

れなかったことが本件開発遅延等の主な原因と考えており、その再発防止策として、「技術レベルの向上」「プロ

ジェクトマネジメントの改善・強化」「組織風土改革～風通しの良い企業風土の構築と社員のマインドセットの刷

新」を掲げて、同様の問題が生じることの無いよう抜本的な対応に取組んでおります。詳しくは、平成28年10月26

日に公表いたしました「大型システム開発案件の開発遅延問題等に係る再発防止策に関するお知らせ」に記載して

おります。

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は15,775百万円（前年同期比8.9％増）、営

業利益は1,689百万円（同2.6％減）、経常利益は1,644百万円（同5.4％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は955百万円（同18.4％減）となりました。

　なお、前連結会計年度において、大型システム開発案件の開発遅延問題に係る条件付和解に伴う損害賠償費用

6,646百万円を損害賠償引当金として損失処理しておりますが、平成28年７月29日付で第三者機関であるソフトウ

ェア紛争解決センターより中立評価を受領したことにより、本和解の停止条件が成就し、本和解は直ちに効力を生

じたため、当該損失額は前連結会計年度に計上済の金額で確定いたしましたので、当該和解金の支払いによる当第

２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、前第２四半期連結累計期間の報告セグメントにお

いて分類表示していた「ＢＰＯ事業」は、平成28年２月１日付で会社分割及び株式譲渡を行ったため、当第２四半

期連結累計期間において、「ＢＰＯ事業」はありません。

　当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は次のとおりであります。以下、セグメント間取引につ

いては相殺消去しておりません。

　なお、第１四半期連結会計期間より、重点顧客マーケットビジネスへのフォーカスを推進し、また、「選択と集

中」によるカテゴリートップを目指すべく組織変更を行っております。これにより、従来「エンタープライズ・ソ

リューション事業」に含まれていた一部クレジットカード関連事業を「カードシステム事業」に統合集約し、「エ

ンタープライズ・ソリューション事業」は流通小売業界及びその他新規顧客、新サービスの提供に注力することと

し、その報告セグメントを「流通・ＩＴソリューション事業」に変更しております。前第２四半期連結累計期間と

の比較・分析は、変更後の区分により行っております。
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①カードシステム事業

売上面においては、前連結会計年度において製品保証対応等により一時的に減少したシステム開発及び情報

処理サービスが回復したこと等により、当第２四半期連結累計期間のカードシステム事業の売上高は7,858百

万円（前年同期比21.2％増）となりました。

　利益面においては、売上高の回復に伴い収益性が改善したこと等により、当第２四半期連結累計期間の営業

利益は1,063百万円（同44.6％増）となりました。

②流通・ＩＴソリューション事業

売上面においては、既存顧客向けのシステム開発及び情報処理サービスが減少したこと等により、当第２四

半期連結累計期間の流通・ＩＴソリューション事業の売上高は2,437百万円（同6.5％減）となりました。一方

で、前連結会計年度より新たに取組み始めたデータ分析や経費精算領域等における先端的なソリューションを

活用したサービスは、顧客開拓やマーケティング活動の進展等の成果が出始めています。

　利益面においては、売上高の減少及び一部プロジェクトの開発中止に係る損失計上等により、当第２四半期

連結累計期間は251百万円の営業損失（前年同期は46百万円の営業利益）となりました。なお、前述のプロジ

ェクトの開発中止に係る損失計上や既存顧客の取引規模減少等により将来の事業収益の低下が見込まれること

から、第１四半期連結会計期間において164百万円の減損損失を計上しております。

③ＨＵＬＦＴ事業

通信ミドルウェアのデファクトスタンダードである当社の主力製品「ＨＵＬＦＴ」の累計出荷本数は、前連

結会計年度末から約4,000本増加し約185,800本となり、導入社数は前連結会計年度末から約200社増加し8,600

社を超えました。

売上面においては、「ＨＵＬＦＴ」「DataSpider」及びＨＵＬＦＴファミリー製品等のサポートサービスは

順調に推移したものの、「ＨＵＬＦＴ」等のライセンス販売について前第２四半期連結累計期間には大型案件

の受注があったこと等により、当第２四半期連結累計期間のＨＵＬＦＴ事業の売上高は3,539百万円（前年同

期比2.5％減）となりました。

　利益面においては、更なる事業拡大を狙い、製品開発体制及びテクニカルサポート体制の強化、グローバル

展開強化のための次世代製品の研究開発、ブランド力向上に向けたマーケティング活動の推進等、先行投資と

して位置付ける施策を講じていることにより、販売費及び一般管理費が増加し、当第２四半期連結累計期間の

営業利益は748百万円（同50.9％減）となりました。

④その他

その他には㈱フェス等を分類しており、売上面においては、医療機関向けシステム運営管理受託及びＩＴサ

ービスマネジメントの標準である「ＩＴＩＬ」関連事業が順調に進捗したこと、また、特定顧客への情報処理

サービスの提供が加わったこと等により、当第２四半期連結累計期間のその他の売上高は2,454百万円（同

61.3％増）となりました。

　利益面においては、売上高の増加及び収益性の向上等により、当第２四半期連結累計期間の営業利益は237

百万円（同26.0％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末より2,027百万円減少し21,285百万円となりまし

た。主な減少要因は、減価償却等により有形及び無形固定資産が同1,163百万円減少したこと、システム開発案件の

検収により仕掛品が同538百万円減少したこと、売上債権の回収により受取手形及び売掛金が同491百万円減少した

こと等によるものであります。また、主な増加要因は、現金及び預金が同738百万円増加したこと等によるものであ

ります。

負債合計は同3,023百万円減少し、15,316百万円となりました。主な減少要因は、大型システム開発案件の開発遅

延問題に係る和解金の支払いにより損害賠償引当金が同6,646百万円、製品保証引当金が同1,177百万円それぞれ減

少したこと、セール・アンド・割賦バックの返済等により設備関係未払金が同1,423百万円減少したこと等によるも

のであります。また、主な増加要因は、前述の和解金の支払いのため、コミットメント期間付タームローンによる

資金調達を行ったことにより、長期借入金が同5,600百万円、１年内返済予定の長期借入金が同1,400百万円それぞ

れ増加したこと等によるものであります。

純資産合計は同996百万円増加し、5,968百万円となりました。主な増加要因は、親会社株主に帰属する四半期純

利益の計上により同955百万円増加したこと等によるものであります。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末より6.7ポイント増加し、28.0％となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末より

738百万円増加し、6,195百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果使用した資金は4,468百万円（前年同期は569百万円の収入）となりました。

主な増加要因は、減価償却費1,488百万円を計上したこと、税金等調整前四半期純利益1,472百万円を計上した

こと等によるものであります。また、主な減少要因は、大型システム開発案件の開発遅延問題に係る損害賠償金

6,646百万円を支払ったこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は442百万円（前年同期比76.7％減）となりました。

主な減少要因は、サーバー・通信機器及びソフトウェア等に437百万円を支出したこと、関係会社株式109百万

円を取得したこと等によるものであります。また、主な増加要因は、有価証券100百万円が償還になったこと等に

よるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果得られた資金は5,655百万円（前年同期は199百万円の支出）となりました。

主な増加要因は、コミットメント期間付タームローンによる長期借入の実行により7,000百万円の収入があった

こと等によるものであります。また、主な減少要因は、セール・アンド・割賦バックの返済により1,213百万円を

支出したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年５月10日付「平成28年３月期 決算短信」で公表しました業績予想に変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用してお

ります。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、税引

前四半期純利益または税引前四半期純損失に法定実効税率を乗じた金額に、繰延税金資産の回収可能性を考慮して

おります。

（２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,456,802 6,195,664

受取手形及び売掛金 4,065,076 3,573,582

有価証券 100,080 -

商品及び製品 38,362 2,223

仕掛品 751,938 213,590

原材料及び貯蔵品 10,017 8,417

未収還付法人税等 220,167 -

繰延税金資産 1,792,382 1,411,255

その他 704,908 836,613

貸倒引当金 △9,411 △8,523

流動資産合計 13,130,323 12,232,824

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 663,726 653,140

減価償却累計額 △346,534 △353,854

建物及び構築物（純額） 317,191 299,285

工具、器具及び備品 5,619,438 5,639,664

減価償却累計額 △3,096,934 △3,645,017

工具、器具及び備品（純額） 2,522,504 1,994,646

リース資産 3,427,037 3,368,793

減価償却累計額 △3,010,045 △3,119,628

リース資産（純額） 416,991 249,165

建設仮勘定 426,100 435,675

有形固定資産合計 3,682,788 2,978,773

無形固定資産

ソフトウエア 3,901,685 3,529,223

リース資産 99,962 56,184

のれん 611,210 567,672

その他 170 151

無形固定資産合計 4,613,028 4,153,231

投資その他の資産

投資有価証券 735,379 779,194

敷金 515,235 511,720

繰延税金資産 316,746 313,533

その他 323,598 320,874

貸倒引当金 △4,750 △4,806

投資その他の資産合計 1,886,210 1,920,516

固定資産合計 10,182,027 9,052,521

資産合計 23,312,351 21,285,345
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,368,309 1,027,570

短期借入金 25,769 22,457

1年内返済予定の長期借入金 - 1,400,000

リース債務 205,604 148,393

設備関係未払金 1,683,609 260,174

未払費用 641,590 646,983

未払法人税等 119,350 120,824

前受金 2,462,057 2,736,699

賞与引当金 792,828 791,618

解約損失引当金 503,360 495,257

製品保証引当金 1,177,753 -

損害賠償引当金 6,646,907 -

早期退職費用引当金 392,616 -

その他 754,385 721,496

流動負債合計 16,774,141 8,371,474

固定負債

長期借入金 - 5,600,000

リース債務 113,407 47,996

退職給付に係る負債 1,273,950 1,117,039

長期未払金 26,700 26,700

資産除去債務 152,224 153,338

固定負債合計 1,566,281 6,945,074

負債合計 18,340,422 15,316,549

純資産の部

株主資本

資本金 1,367,687 1,367,687

資本剰余金 1,454,233 1,454,233

利益剰余金 2,726,253 3,681,401

自己株式 △218 △280

株主資本合計 5,547,955 6,503,042

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 14,173 9,551

為替換算調整勘定 △4,753 △30,681

退職給付に係る調整累計額 △585,446 △513,115

その他の包括利益累計額合計 △576,026 △534,245

純資産合計 4,971,928 5,968,796

負債純資産合計 23,312,351 21,285,345
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 14,485,708 15,775,956

売上原価 10,218,532 11,100,402

売上総利益 4,267,175 4,675,554

販売費及び一般管理費

貸倒引当金繰入額 △44 1,057

役員報酬 110,825 94,633

従業員給料及び賞与 808,061 812,029

賞与引当金繰入額 237,029 260,145

退職給付費用 73,900 76,243

福利厚生費 205,241 205,233

減価償却費 73,480 79,754

解約損失引当金繰入額 - 183,526

のれん償却額 43,538 43,538

その他 980,366 1,229,495

販売費及び一般管理費合計 2,532,397 2,985,657

営業利益 1,734,777 1,689,896

営業外収益

受取利息 1,115 179

有価証券利息 1,258 196

受取配当金 6,143 2,226

為替差益 - 1,462

受取手数料 - 3,141

複合金融商品評価益 219 -

補助金収入 379 380

持分法による投資利益 1,220 -

その他 2,451 4,240

営業外収益合計 12,788 11,827

営業外費用

支払利息 4,968 19,518

投資事業組合運用損 1,911 2,442

為替差損 2,073 -

持分法による投資損失 - 35,036

その他 340 -

営業外費用合計 9,293 56,997

経常利益 1,738,272 1,644,726

特別利益

固定資産売却益 - 146

投資有価証券売却益 386,911 -

特別利益合計 386,911 146

特別損失

固定資産処分損 4,638 2,692

減損損失 239,366 164,225

投資有価証券評価損 31,630 5,371

投資有価証券償還損 129 -

特別損失合計 275,764 172,289

税金等調整前四半期純利益 1,849,419 1,472,584

法人税等 677,449 517,435

四半期純利益 1,171,970 955,148

非支配株主に帰属する四半期純利益 876 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,171,094 955,148

決算短信（宝印刷） 2016年10月26日 11時48分 8ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社セゾン情報システムズ(9640) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

― 9 ―

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 1,171,970 955,148

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △179,534 △4,622

為替換算調整勘定 △3,804 △9,222

退職給付に係る調整額 72,276 72,330

持分法適用会社に対する持分相当額 △4,182 △16,704

その他の包括利益合計 △115,244 41,781

四半期包括利益 1,056,725 996,929

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,055,849 996,929

非支配株主に係る四半期包括利益 876 -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,849,419 1,472,584

減価償却費 1,417,540 1,488,071

のれん償却額 43,538 43,538

減損損失 239,366 164,225

貸倒引当金の増減額（△は減少） △44 △831

賞与引当金の増減額（△は減少） 311,223 △1,209

受注損失引当金の増減額（△は減少） △2,592 -

解約損失引当金の増減額（△は減少） - △8,102

製品保証引当金の増減額（△は減少） △2,540,679 △1,177,753

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △54,671 △11,980

受取利息及び受取配当金 △8,518 △2,602

支払利息 4,968 19,518

為替差損益（△は益） 901 △2,273

固定資産処分損益（△は益） 4,638 2,545

複合金融商品評価損益（△は益） △219 -

投資事業組合運用損益（△は益） 1,911 2,442

投資有価証券売却損益（△は益） △386,911 -

投資有価証券評価損益（△は益） 31,630 5,371

投資有価証券償還損益（△は益） 129 -

持分法による投資損益（△は益） △1,220 35,036

売上債権の増減額（△は増加） 640,741 491,494

たな卸資産の増減額（△は増加） △587,175 576,086

仕入債務の増減額（△は減少） 11,611 △340,739

その他の資産の増減額（△は増加） △649,064 △457,375

その他の負債の増減額（△は減少） 300,820 188,175

小計 627,342 2,486,220

利息及び配当金の受取額 9,077 3,088

利息の支払額 △5,045 △19,865

損害賠償金の支払額 - △6,646,907

早期退職費用の支払額 - △397,943

法人税等の支払額 △153,407 △136,120

法人税等の還付額 91,431 243,308

営業活動によるキャッシュ・フロー 569,398 △4,468,217

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △500,000 -

有価証券の償還による収入 700,137 100,000

投資有価証券の取得による支出 △5,000 -

投資有価証券の売却による収入 459,019 -

関係会社株式の取得による支出 - △109,950

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,502,188 △437,926

有形及び無形固定資産の売却による収入 69 5,825

敷金及び保証金の差入による支出 △58,537 -

敷金及び保証金の回収による収入 6,182 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,900,316 △442,051
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 - 7,000,000

リース債務の返済による支出 △198,896 △130,669

自己株式の取得による支出 △1 △61

配当金の支払額 △686 △20

セール・アンド・割賦バック取引による支出 - △1,213,450

財務活動によるキャッシュ・フロー △199,584 5,655,797

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,706 △6,665

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,535,208 738,862

現金及び現金同等物の期首残高 7,634,744 5,456,802

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,099,536 6,195,664

決算短信（宝印刷） 2016年10月26日 11時48分 11ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



株式会社セゾン情報システムズ(9640) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

― 12 ―

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

　当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　該当事項はありません。

(セグメント情報等)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

カード
システム
事業

流通・
ＩＴソリ
ューショ
ン事業

ＢＰＯ
事業

ＨＵＬＦＴ
事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

6,485,050 2,605,710 733,235 3,625,069 13,449,066 1,036,642 14,485,708 ―14,485,708

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 684 157 5,181 6,022 484,824 490,847 △490,847 ―

計 6,485,050 2,606,394 733,392 3,630,251 13,455,088 1,521,467 14,976,556 △490,847 14,485,708

セグメント利益
又は損失(△)

735,526 46,303 △677,897 1,524,125 1,628,059 188,450 1,816,509 △81,731 1,734,777

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社が行っているシステ

ム運営管理受託・人材派遣等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△81,731千円には、セグメント間取引1,932千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△83,663千円が含まれております。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「ＢＰＯ事業」セグメントにおいて、システム開発に係る不採算案件の発生に伴い、事業の将来における収益性

の悪化が見込まれることとなったため、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額いたしました。当該減少額は、

減損損失として特別損失に239,366千円を計上しております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

カード
システム
事業

流通・
ＩＴソリ
ューショ
ン事業

ＢＰＯ
事業
(注)４

ＨＵＬＦＴ
事業

計

売上高

外部顧客への
売上高

7,858,958 2,436,796 ― 3,534,883 13,830,637 1,945,318 15,775,956 ―15,775,956

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

― 708 ― 4,851 5,560 509,057 514,617 △514,617 ―

計 7,858,958 2,437,504 ― 3,539,734 13,836,198 2,454,375 16,290,573 △514,617 15,775,956

セグメント利益
又は損失(△)

1,063,838 △251,220 ― 748,292 1,560,911 237,535 1,798,446 △108,549 1,689,896

（注）１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社が行っているシステ

ム運営管理受託・人材派遣等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△108,549千円には、セグメント間取引4,876千円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△113,425千円が含まれております。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４ 「ＢＰＯ事業」は平成28年２月１日付で会社分割及び株式譲渡を行ったため、当第２四半期連結累計期間

において、「ＢＰＯ事業」はありません。

　

　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「流通・ＩＴソリューション事業」セグメントにおいて、一部プロジェクトの開発中止に係る損失計上や既存顧

客の取引規模減少等により将来の事業収益の低下が見込まれることから、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで

減額いたしました。当該減少額は、減損損失として特別損失に164,225千円を計上しております。

　

　３．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期連結会計期間より、重点顧客マーケットビジネスへのフォーカスを推進し、また、「選択と集中」に

よるカテゴリートップを目指すべく組織変更を行っております。これにより、従来「エンタープライズ・ソリュー

ション事業」に含まれていた一部クレジットカード関連事業を「カードシステム事業」に統合集約し、「エンター

プライズ・ソリューション事業」は流通小売業界及びその他新規顧客、新サービスの提供に注力することとし、そ

の報告セグメントを「流通・ＩＴソリューション事業」に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記載してお

ります。
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